
 

特定非営利活動法人 北海道総合地質学研究センター 
2020年通常総会 

 

総 会 次 第  

 
開催日時：2020/05/31, 13:00–15:00 
開催場所：北海道江別市野幌町 58番地の 7 宮下事務所 
 
開会 理事長挨拶 
議長ならびに議事録署名人の選出 
議事 
第 1 号議案：2019年度事業報告および決算 
第 2 号議案：2020年度事業計画および予算 
第 3 号議案：2020年度役員選任 

報告 
1. 会員動向 

閉会 
 
実出席予定：前田仁一郎, 宮下純夫, 岡村 聡, 嵯峨山 積, 関根達夫, 高波鐵夫 <6 名> 
 
○ 特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センター定款における事業年度の開始・終了日時の変更に伴う移
行措置として, 2019年度は 2019年 10月 1日から 2020年 3月 31日までである. なお 2020年度は 2020年 4月
1日から 2021年 3月 31日までである. 

○ 総会開催日における会員数は以下の通りである. 正会員 19, 一般会員 8, 院生・学生会員 1, 賛助会員 1. 全
会員数 29 である. 

○ 定款第 26条により, 総会開会の定足数 (正会員 19 名の 1/2 以上) は 10名である. 
○ 定款第 27条により, 総会の議決は出席正会員の過半数である. 
○ 定款第 28条により, あらかじめ通知された事項について書面もしくは電子メールをもって表決または他の正
会員を代理人として表決を委任することができ, そのようにした正会員は総会に出席したものとみなされる. 

○ 2019 年度役員等一覧 (2020年 3月 31日 時点) 
理事長：前田仁一郎. 副理事長：嵯峨山 積. 専務理事：宮下純夫, 理事：石﨑俊一, 川村信人, 君波和雄, 前田
仁一郎, 松田義章, 宮下純夫, 中川 充, 岡 孝雄, 岡村 聡, 嵯峨山 積, 関根達夫, 高波鐵夫, 柳下文夫, 山岸宏
光. 監事：在田一則, 加藤孝幸. 幹事 (内規に基づき, 理事長の指名により, 正・副理事長とともに幹事会を構
成)：宮下純夫, 岡村 聡, 関根達夫, 高波鐵夫, 栁下文夫. 総合地質編集委員会：宮下純夫 (暫定委員長), 君波
和雄, 松田義章, 岡 孝雄 (暫定副委員長), 岡村 聡, 栁下文夫.  

○ 本総会は新型コロナウイルス蔓延の事態を考慮し, 正会員の中から最小限の実出席者を理事長が指名して開催
される. 実出席者以外の正会員は電子メールあるいは書面によって議決権行使を行うか, あるいは実出席者へ
の委任によって総会に参加することが要請される (定款第 28条 2項). 

---------------------------------------------------- 
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議 事 

 
第 1 号議案：2019 年度事業報告および決算 

 
1-A：2019 年度事業報告 

 
2019年度は定款の改正に伴う事業年度変更の移行期として 2019年 10月 1日 から 2020年 3月 31日までの 6

ヶ月であり, 定常的な事業の継続が主なものであった. また新型コロナウイルス感染拡大による国および自治体
の非常事態措置に伴い, 2020年 2月中旬以降の会議・行事はすべて中止することとなり, 当初, 4 月 26日に設定さ
れていた総会も大幅な延期となり, また, 実参加者数を最低限に抑えるという異例の事態となった. 
 

1. 学術雑誌「総合地質」の刊行事業 
3巻 1号 (前年度 2019/9/20 発行, オンライン版: ISSN 2433-7161, プリント版: ISSN 2435-2187) に加え, オンラ

イン版として発行済みの 1巻 1号 (2017/12/15 発行), 2巻 1号 (2018/10/25 発行) のプリント版 (各 20冊) を印刷
し, 国会図書館, 産総研, 道地質研, 道立図書館, 北海道博物館に納本・寄贈した. また残部については 1 部 1,500 
円で希望者に頒布している. 

2. 研究セミナー・論文輪読会の開催事業 
研究セミナー (第 13 回, 2019/10/20, 講演：高波鐵夫；第 14 回, 2020/01/24, 講演：前田仁一郎, 山岸宏光, 関

根達夫, 嵯峨山 積) を開催した. 出席者合計 26 名 (会員以外 2 名を含む). 当初, 通常総会に合わせて第 15 回 
(発表予定：山岸宏光, 石崎俊一, 宮坂省吾，嵯峨山 積) を開催する予定であったが, 新型コロナウイルス感染蔓延
の状況を考慮して中止した. 同様に 第 2 回論文輪読会 (2020/2/29, 発表予定：前田仁一郎) も中止した.  

3. 市民向け公開講座の開催事業 
以下の公開講座を開催した．第 6回公開講座 (2019/10/12, 10/27)：宮坂省吾, 豊平川の洪水を考える (その 1 洪

水の歴史, その 2 最近百年間の洪水痕跡を訪ねる)；第 7回公開講座 (2019/11/2)：関根達夫, 昭和 56年洪水とハザ
ードマップの活用；第 8 回公開講座 (2019/12/7)：宮下純夫, 変動する地球：気候変動－地質学的視点から気候変
動・地球温暖化を考える－. 参加者総数 130 名. 参加者アンケート (資料 3) は概ね高評価であった. 
前年度の第 4 回と第 5 回とともに第 6 回, 第 7 回, 第 8 回公開講座は札幌市市民まちづくり活動促進基金 (さ

ぽーとほっと助成金) 交付事業 (札幌市とその周辺の地質に関する市民向け公開講座の実施事業) を構成し, 
168,000 円の助成金の交付 (交付期日 2020/4/17) を得た. この助成金収入をもとに短距離交通の全額と役務の一
部有償化を行った. 一部とはいえ, 役務の有償化の実現は当法人にとって画期的なことである. 

4. アウトリーチ事業 
野外科学株式会社から社内講習会 (2019/10/18) の一環として行われる講演の講師依頼があり, 会員１名を派遣

した. なお, 事前に正副理事長が野外科学株式会社を訪問し,「営業」活動を行ったことの直接的反映である.  
5. 管理業務：オフィス維持 
札幌市市民活動サポートセンター事務ブースの利用を継続した. 
6. 管理業務：2018 年度年報の作成 
2019年度が 6ヶ月間と短くなるので, 2019 年度終了後に合わせて発行することにした.  
 

1-B：2019 年度決算 
 
特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センター2019年度決算案と事業毎の収支報告を別紙に示す. 2019年

度は定款の改正に伴う事業年度変更の移行期として 2019年 10月 1日 から 2020年 3月 31日までの 6ヶ月であ
ること, また当法人としては初めて外部からの助成金を獲得した年度でもあった (但し, 後述の通り, 実際の入金
は 2020 年度となった). 
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前年度からの繰越金は 466,885円で, 2019年度は 216,897円の赤字となり, 合わせて次年度繰越金は 249,988円
である. 大幅な赤字の原因は, 札幌市さぽーとほっと助成金 168,000 円の支払いが 2020 年 4 月 17 日となり, 2019
年度の会計期間に該当しなかったためである. 以上を考慮すると，2019 年度の実質的な赤字額は約 50,000 円であ
る. また従来無償役務であった公開講座役務の一部を有償化したことも関連している. 

 
別紙：2019 年度決算 (案), 貸借対照表・財産目録, 事業毎決算 (総合地質刊行事業決算, アウトリーチ事業決算, 
公開講座事業), 第 6回〜第 8回公開講座決算詳細 (参考のため, 第 4回・第５回分決算も添付), 寄付・無償役務等
提供者一覧 

 
1-C：2018 年度監査報告 

 
2020年 4月 12日に監事 在田一則と加藤孝幸により監査が行われ, 正・副理事長が同席した. 監査報告を別紙

に示す. 
別紙：監事監査報告 
 

第 2 号議案：2020 年度事業計画および予算 
 

2-A：2020 年度事業計画 
 

2020 年度は実質的に定款の改正後の初年度となる. 実施を計画する事業等は以下の通りであるが, 新型コロナ
ウイルスの蔓延のため, 行事の多くが中止になる見込みである.  

 
1. 学術雑誌「総合地質」の出版事業 
第 4 巻第 1 号 (オンライン版とプリント版) を作成し, 国会図書館, 産総研, 道地質研, 道立図書館, 北海道博

物館に納本・寄贈する. 残部について希望者に実費で頒布する. 
2. 研究セミナー・論文輪読会の開催事業 
新型コロナウイルス蔓延の事態の中, 可能な限り例年と同様の企画を実施する. 
3. 市民向け公開講座の開催事業 

公開講座第 9回 (2020/7/18, 7/25: 前田仁一郎, どうして山ができるのか), 第 10回 (2020/8/29: 宮下純夫, 変動する
地球：日本海東縁の地震帯 –迫り来る地震への備え–), 第 11回 (2020/10/31; 岡 孝雄, 2018年胆振東部地震の地盤
変動の全容), 第 12 回 (2020/11/28; 松田義章 地質学的に見た手稲山の形成史) の開催と, 札幌市の助成金の申請
を行うことにしていたが, 新型コロナウイルス蔓延の事態を受け, 急遽, 5/22 に全講座の中止を決断した.  

4. 一般会員向け事業の拡充 
一般会員の在籍数は 2016年 3月の設立当初の 1名から, 現在の 8名へと大幅に増加している. 今後の事業にお

いては一般会員が参加しやすい行事の企画，例えば研究セミナーや論文輪読会の有効利用や野外巡検の実施など

を検討する. 
5. 自治体等へのアウトリーチ活動の実施 
6. 2018・2019 年度年報の作成 
7. 全国規模のシニア主体の組織体構築の模索 

2020年 9月 9日から名古屋大学において開催される日本地質学会学術大会の期間中に小集会を開催する予定  
8. 社会的認知度向上のための活動の実施 
9. ホームページコンテンツの充実 

ホームページの維持経費の有償化を検討する. 
10. HRCG の今後のあり方の検討 
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2022 年 4 月以降のリアルオフィスのあり方の検討, 運営体制・部門の再検討, 役員報酬・役務有償化などの検討
を行う. 

 
3-B：2020 年度予算案 

 
上記 2020 年度事業計画に合わせ, 別紙に示す予算案を提案する. 新型コロナウイルスの蔓延のため, 行事の

多くが中止になることが確実であり, 収入・支出ともに前年度から大幅に減少することになるものの, 札幌市さぽ
ーとほっと助成金 168,000 円が 2020 年度の収入に計上されることから，全体として約 110,000 円の黒字が見込ま
れる． 

 
別紙：2020年度予算 (案) 

 
第 3 号議案：2020 年度役員選任 

 
正会員の中から以下の役員の選任を提案する. 
理事 (14 名)：石崎俊一, 川村信人, 君波和雄, 前田仁一郎 (理事長候補), 松田義章, 宮下純夫 (専務理事候補), 

中川 充, 岡 孝雄, 岡村 聡, 嵯峨山 積 (副理事長候補), 関根達夫, 高波鐵夫, 山岸宏光, 栁下文夫 
監事 (2名)：在田一則, 加藤孝幸 
 

報 告 

 
1. 会員動向 
一般会員 1名の入会があり, 2020/03/31 現在の会員数は 正会員 19 名, 一般会員 7 名, 院生・学生会員 1 名, 

賛助会員 1 名の計 28 名である (2020/04/01 の一般会員 1 名の入会により, 総会当日においては 
計 29名). なお, メールマガジン HRCG Newsletterの会員外購読者は 16名である. 
 

以上 

---------------------------------------------------- 
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外

科
学

株
式

会
社

社
内

講
習

会
対

応
 1

6
,0

0
0

円
),
 公

開
講

座
事

業
 (

第
6

～
8

回
公

開
講

座
対

応
, 
1

2
,0

0
0

円
×

4
回

)

会
場

費
0

2
5

,7
0

0
△

 2
5

,7
0

0
公

開
講

座
事

業
 (

第
9

～
1

2
回

公
開

講
座

 5
,1

4
0

円
×

5
回

分
）

旅
費

・
交

通
費

0
5

1
,8

5
9

△
 5

1
,8

5
9

公
開

講
座

事
業

 (
第

4
回

～
第

8
回

公
開

講
座

),
 内

訳
別

紙

広
報

・
宣

伝
費

5
,0

0
0

0
5

,0
0

0

通
信

費
1

,0
0

0
7

4
0

2
6

0
総

合
地

質
出

版
事

業
 (

納
本

郵
送

代
)

印
刷

・
製

本
費

7
3

,0
0

0
8

8
,8

8
0

△
 1

5
,8

8
0

総
合

地
質

出
版

事
業

 (
v

o
l. 

2
, 
3

印
刷

：
6

6
,0

0
0

円
),
 公

開
講

座
事

業
 (

資
料

印
刷

用
イ

ン
ク

類
, 
第

6
回

：
1

2
,0

0
0

円
, 
第

7
回

：
5

,8
8

0
円

, 
第

8
回

：
5

,0
0

0
円

)

事
務

用
品

費
0

0
0

印
刷

・
製

本
費

注
：

第
6

回
は

法
人

所
有

の
イ

ン
ク

 (
管

理
費

区
分

管
轄

) 
1

2
,0

0
0

円
を

使
用

. 
こ

の
額

を
管

理
費

区
分

「
管

理
雑

経
費

」
に

「
法

人
内

流
用

」
と

し
て

支
出

.

消
耗

品
費

0
0

0

支
払

等
手
数

料
3

0
0

1
0

0
2

0
0

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

事
業

, 
内

訳
別

紙

事
業

雑
経

費
3

4
,1

5
0

3
4

,2
7

0
△

 1
2

0
公

開
講

座
事

業
 (

第
6

回
公

開
講

座
 傷
害
保
険

：
2

1
名

×
5

0
円

, 
音
響
装
置
借

上
げ

：
2

2
0

円
, 
バ
ス
借

上
げ

：
3

3
,0

0
0

円
)

事
業

予
備

費
5

,0
0

0
4

0
0

4
,6

0
0

会
員

の
研

究
支
援

事
業

（
第

6
回

・
第

8
回

公
開

講
座

参
加

会
員

対
象

, 
1

0
0

円
×

4
名

）

無
償

施
設

・
機

器
等

受
入

評
価

費
用

0
0

0

そ
の

他
経

費
合

計
1

6
6

,4
5

0
2

6
5

,9
4

9
△

 9
9

,4
9

9

事
業

費
合

計
1

6
6

,4
5

0
7

4
7

,2
2

0
△

 5
8

0
,7

7
0

2
. 
管

理
費

(1
) 

人
件

費

役
員

報
酬

0
0

0
計

上
せ

ず

給
与

0
0

0
計

上
せ

ず
 =

 職
員

を
雇

用
せ

ず

謝
金

5
,0

0
0

0
5

,0
0

0
事

務
作

業
補

助
, 
会

計
作

業
補

助
, 
ホ

ー
ム
頁
更
新

作
業

補
助

な
ど

無
償

役
務

評
価

費
用

0
8

5
2

,3
9

0
△

 8
5

2
,3

9
0

内
訳

別
紙

人
件

費
合

計
5

,0
0

0
8

5
2

,3
9

0
△

 8
4

7
,3

9
0

(2
) 

そ
の

他
経

費

事
務

所
費

6
0

,0
0

0
6

0
,0

0
0

0
エ
ル
プ
ラ
ザ
ブ

ー
ス

使
用

料
（

2
0

1
9

年
1

1
月

～
2

0
2

0
年

4
月

分
：

1
0

,0
0

0
円
/
月

, 
前

月
払
い

）

会
議

・
会

場
費

1
0

,0
0

0
5

,2
0

0
4

,8
0

0
2

0
1

9
年

総
会

 (
2

,6
0

0
円

),
 第

1
4

回
研

究
セ

ミ
ナ

ー
 (

2
,6

0
0

円
)

旅
費

・
交

通
費

1
5

,0
0

0
1

0
,4

1
0

4
,5

9
0

2
0

1
9

年
度
幹

事
会

交
通

費
（
片
道

分
払

，
7

名
）

広
報

・
宣

伝
費

5
,0

0
0

0
5

,0
0

0

通
信

費
2

6
,0

0
0

2
6

,3
0

6
△

 3
0

6
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
環
境

：
1

4
,2

7
8

円
 (
サ

ー
バ

ー
レ

ン
タ
ル

：
1

3
,2

0
0

円
, 
ド
メ

イ
ン
保
護

：
1

,0
7

8
円

),
 携
帯
電
話

：
1

0
,1

9
2

円
，

郵
送

：
1

,8
3

6
円

印
刷

・
製

本
費

5
,0

0
0

1
0

,9
5

0
△

 5
,9

5
0
プ

リ
ン
タ

用
イ

ン
ク

代

事
務

用
品

費
5

0
,0

0
0

1
,8

8
1

4
8

,1
1

9
封
筒

, 
領

収
書

, 
ク

リ
ア
フ
ァ

イ
ル

, 
名
刺

用
紙

な
ど
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消
耗

品
費

1
0

,0
0

0
6

1
8

9
,3

8
2

単
四
電
池

代

支
払

等
手
数

料
5

0
0

0
5

0
0

管
理

雑
経

費
1

,0
0

0
△

 1
1

,4
0

0
1

2
,4

0
0
懇
親

会
不
足

分
 (

6
0

0
円

, 
2

0
1

9
/
1

0
/
2

0
総

会
時

) 
補
填

, 
事

業
費

区
分

の
「

印
刷

・
製

本
費

」
よ

り
「

法
人

内
流

用
」

と
し
て

受
入

 (
1

2
,0

0
0

 円
)

管
理

予
備

費
5

,0
0

0
0

5
,0

0
0

無
償

施
設

・
機

器
等

受
入

評
価

費
用

0
1

,8
0

0
△

 1
,8

0
0

事
務

作
業
環
境
提
供

, 
内

訳
別

紙

そ
の

他
経

費
合

計
1

8
7

,5
0

0
1

0
5

,7
6

5
8

1
,7

3
5

管
理

費
合

計
1

9
2

,5
0

0
9

5
8

,1
5

5
△

 7
6

5
,6

5
5

経
常

費
用

合
計

3
5

8
,9

5
0

1
,7

0
5

,3
7

5
△

 1
,3

4
6

,4
2

5
事

業
費

合
計

+
管

理
費

合
計

科
目

予
算

決
算

差
額

備
考

当
期

経
常
増
減

額
5

6
,5

5
2

△
 2

1
6

,8
9

7
2

7
3

,4
4

9
経

常
収

益
合

計
-
経

常
費

用
合

計

III
. 
経

常
外

収
益

科
目

予
算

決
算

差
額

備
考

経
常

外
収

益
0

0
0

経
常

外
収

益
合

計
0

0
0

IV
. 
経

常
外

費
用

科
目

予
算

決
算

差
額

備
考

経
常

外
費

用
0

0
0

経
常

外
費

用
合

計
0

0
0

科
目

予
算

決
算

差
額

備
考

当
期

経
常

外
増
減

額
0

0
0

科
目

予
算

決
算

差
額

備
考

税
引
前

当
期

正
味
財
産
増
減

額
5

6
,5

5
2

△
 2

1
6

,8
9

7
2

7
3

,4
4

9

法
人
税

0
0

0
免
除

予
定

法
人
道

民
税
均

等
割

0
0

0
2

0
,0

0
0

円
. 
免
除

予
定

法
人

市
民
税
均

等
割

0
0

0
5

0
,0

0
0

円
. 
免
除

予
定

前
期
繰
越

正
味
財
産

額
4

6
6

,8
8

5
4

6
6

,8
8

5
0

次
期
繰
越

正
味
財
産

額
5

2
3

,4
3

7
2

4
9

,9
8

8
2

7
3

,4
4

9
前
期
繰
越

正
味
財
産

額
 4

6
6

,8
8

5
円
＋

当
期
財
産

正
味
増
減

額
 △

2
1

6
,8

9
7

円
 =

  
2

4
9

,9
8

8
円
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特
定

非
営

利
活

動
法

人
 北

海
道

総
合

地
質

学
研

究
セ

ン
タ

ー

(単
位

：
円

)
(単

位
：
円

）

科
　

　
　

　
　

目
科

　
　

　
　

　
　

目

Ⅰ
資

産
の

部
Ⅰ

　
資

産
の

部

　
1
.流

動
資

産

　
　

現
金

預
金

2
4
9
,9

8
8

　
１

　
流

動
資

産

　
　

流
動

資
産

合
計

　
2
.固

定
資

産
0

　
　

　
現

金
預

金

　
　

固
定

資
産

合
計

0

　
資

産
合

計
2
4
9
,9

8
8

　
　

　
　

現
金

（
現

金
手

許
有

高
）

0

Ⅱ
負

債
の

部

　
1
.流

動
負

債
0

　
　

　
　

普
通

預
金

2
4
9
,9

8
8

　
　

流
動

負
債

合
計

0

　
2
.固

定
負

債
0

　
　

　
流

動
資

産
合

計
2
4
9
,9

8
8

　
　

固
定

負
債

合
計

0

　
負

債
合

計
0

　
２

　
固

定
資

産

Ⅲ
正

味
財

産
の

部

　
　

前
期

繰
越

正
味

財
産

4
6
6
,8

8
5

　
　

　
固

定
資

産
合

計
0

　
　

当
期

正
味

財
産

増
減

額
-
2
1
6
,8

9
7

　
正

味
財

産
合

計
2
4
9
,9

8
8

　
資

産
合

計
2
4
9
,9

8
8

　
負

債
及

び
正

味
財

産
合

計
2
4
9
,9

8
8

Ⅱ
　

負
債

の
部

　
１

　
流

動
負

債
0

　
　

　
流

動
負

債
合

計
0

　
２

　
固

定
負

債
0

　
　

　
固

定
負

債
合

計
0

　
負

債
合

計
0

　
正

味
財

産
2
4
9
,9

8
8

金
　

　
　

　
　

　
額

貸
　

借
　

対
　

照
　

表

2
0
2
0
年

 (
令

和
2
年

) 
年

3
月

3
1
日

現
在

金
　

　
　

　
　

額

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

北
海

道
総

合
地

質
学

研
究

セ
ン

タ
ー

財
 産

 目
 録

2
0
2
0
年

 (
令

和
2
年

) 
年

3
月

3
1
日

現
在

8



収入 金額 (円) 内訳および補足説明

総合地質プリント版頒布 10,500 1,500 円×7冊 (内訳 第1巻×2, 第2巻×2, 第3巻×3)

収入合計 10,500

支出 金額 (円) 内訳および補足説明

印刷・製本経費 66,000 第1巻・第2巻, 各 20部, 消費税 10% を含む

支出合計 66,000

収支 △ 55,500

収入 金額 (円) 内訳および補足説明

野外科学株式会社社内講習会講師派遣 20,000 2019/10/18実施

収入合計 20,000

支出 金額 (円) 内訳および補足説明

講義準備・資料作製準備必要経費 16,000

送金手数料 100

支出合計 16,100

収支 3,900

収入 金額 (円) 内訳および補足説明

講座参加費 127,000 1,000円×82 + 3,000×15

配布資料頒布 500 1部

収入合計 127,500

支出 金額 (円) 内訳および補足説明

講義準備・資料作製準備必要経費 48,000

会場費及び会場設備利用費 12,740

チラシ印刷経費 13,716

配布資料印刷経費 22,880

広報資料郵送費 9,150

短距離交通費 24,445

各種役務費用 259,161

傷害保険 1,050

参加者移動経費 33,000

支出合計 424,142

収支 △ 296,642

２０１９年度事業毎決算

付記 ：各回ごとの決算は別紙

「総合地質」刊行事業 決算

付記 ：この事業にかかる役務は管理費区分から支出された

アウトリーチ事業 決算

付記 ：この事業にかかる役務は管理費区分から支出された

公開講座 (第6回〜第8回) 開催事業 決算

9



公
開
講
座
毎
決
算

北
海

道
総

合
地

質
学

研
究

セ
ン

タ
ー

第
4回

公
開

講
座

 (2
01

9年
6⽉

8⽇
開

催
) 決

算
 

収
⼊

科
⽬

収
⼊

 (円
)

参
加

費
33

,5
00

資
料

販
売

40
0

計
33

,9
00

⽀
出

科
⽬

⽀
出

 (円
)

チ
ラ

シ
印

刷
費

4,
78

6
講

義
資

料
印

刷
経

費
4,

80
0

会
場

費
並

び
に

会
場

設
備

利
⽤

費
2,

00
0

講
義

準
備

・
資

料
作

成
準

備
必

要
経

費
12

,0
00

広
報

資
料

郵
送

費
7,

00
0

傷
害

保
険

代
1,

75
0

各
種

役
務

費
⽤

97
,6

95
短

距
離

交
通

費
19

,9
40

計
14

9,
97

1

収
⽀

（
円

）
△

 1
16

,0
71

北
海

道
総

合
地

質
学

研
究

セ
ン

タ
ー

第
５

回
公

開
講

座
 (2

01
9年

7⽉
6⽇

・
7⽉

13
⽇

開
催

) 決
算

収
⼊

科
⽬

収
⼊

 (円
)

参
加

費
 (7

/6
 分

)
35

,5
00

参
加

費
 (7

/1
3 

分
)

30
,0

00
資

料
販

売
 (7

/6
 分

)
1,

00
0

資
料

販
売

 (7
/1

3分
)

2,
50

0
計

69
,0

00

⽀
出

科
⽬

⽀
出

 (円
)

チ
ラ

シ
印

刷
費

4,
70

6
外

部
発

注
 2

,0
00

 枚
, 送

⾦
⼿

数
料

 2
16

円
を

含
む

講
義

資
料

印
刷

経
費

12
,0

00
会

場
費

並
び

に
会

場
設

備
利

⽤
費

7,
08

0
講

義
準

備
・

資
料

作
成

準
備

必
要

経
費

24
,0

00
広

報
資

料
郵

送
費

7,
38

0
各

種
役

務
費

⽤
12

4,
41

5
短

距
離

交
通

費
7,

47
4

計
18

7,
05

5

収
⽀

（
円

）
△

 1
18

,0
55

内
訳

お
よ

び
補

⾜
説

明

A4
版

, カ
ラ

ー
, 表

裏
印

刷
, 6

枚
/1

冊
, 5

0 
冊

作
成

, 2
0円

×
30

0 
枚

×
2回

14
0円

×
50

通
, 3
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⾦
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⽤
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⾜
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円
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⾜
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⽣
) 1

 名
を

含
む

内
訳

お
よ

び
補

⾜
説

明
外

部
発

注
 2

,0
00

 枚
, 送

料
 2

16
円

を
含

む
. 助

成
対

象
外

 <
20

19
/5

/1
 以

前
に

⽀
出

>
A4

版
, カ

ラ
ー

, 表
裏

印
刷

, 6
枚

/1
冊

, 4
0 

冊
作

成
, 2

0円
×

24
0 

枚
⽯
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⽀
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⾼
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・
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⾦
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⽤
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⽴
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⽤
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公
開
講
座
毎
決
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海
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地
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セ
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タ
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開
講
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⽉
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⽉
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⽇
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⽬

収
⼊
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⽀
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講
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⽤
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⽴
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⽤
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⽀
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⽉
2⽇
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⽬

収
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⽀
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⽤
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⽤
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⾜
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第
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円
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円
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金
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仁
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仁
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仁
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0
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岡
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岡
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岸
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光
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仁
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0
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受
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受
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資 料 

 
資料 1：北海道総合地質学研究センター設立目的および定款に定める活動・事業 

 
特定非営利活動法人北海道総合地質学研究センターの設立目的は, 定款第 3条において「地質学に関する研究・

教育・実務などの高度な創造的活動を行なおうとする者のために必要な環境を用意し, その支援を行うとともに成
果の普及活動を行い, それによって純粋地質学から自然防災を含む応用的地質学など幅広い範囲におよぶ「総合地
質学」の研究の推進, およびそれに基づく社会的貢献, 特に一般市民の地質学に関する基礎知識の増進に貢献する
こと」と定められ, 定款第 4条において特定非営利活動として以下の 4活動を行うとしている. 
(1) 学術, 文化, 芸術又はスポーツの振興を図る活動, (2) 科学技術の振興を図る活動, (3) 社会教育の推進を図る活
動, (4) 前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡, 助言又は援助の活動 
また, 定款第 5条で定められている事業は以下の 9事業である. 
① 会員の研究を支援する活動, ② 会員の研究成果の発表・出版を支援する活動, ③ 会員の地質学に関する専門
知識の普及活動, ④ 本法人としての研究・調査活動, ⑤ 本法人の研究・調査活動成果の発表・出版活動, ⑥ 地質
学に関する交流事業, ⑦ 地質に関する書籍・物品・情報などの斡旋・販売事業, ⑧ 地質に関するコンサルタント
事業, ⑨ その他目的を達成するために必要な事業 

 
 
資料 2：2019 年度 (2019年 10月 1日から 2020年 3月 31日) の事業・活動記録 

 

2019/10/10：幹事会 

2019/10/12：第 6回公開講座 (その 1) 
2019/10/13：監査 (監事 2名と正副理事長が出席) 
2019/10/18：野外科学社内講習会講演 
2019/10/20：第 13回研究セミナー 
2019/10/20：通常総会 
2019/10/20：懇親会 
2019/10/27：第 6回公開講座 (その 2) 
2019/11/02：第 7回公開講座 
2019/11/10：総合地質プリント版納本 (-12/14)：国会図書館, 産総研, 道地質研, 道立図書館, 北海道博物館 
2019/11/10：役員公式名刺作成 (その他にも随時) 
2019/11/14：幹事会 
2019/11/22：札幌市へ事業報告 (+ 役員変更届) 
2019/11/22：札幌市へ定款変更届 (2020/01/31 付認証) 
2019/12/07：第 8回公開講座 
2019/12/12：幹事会 
2019/12/14：公開講座の 2020年度前期道民カレッジ連携指定申請のための作業開始 
2019//12/25：入会承認 (一般会員 1 名) 
2020/01/05：公開講座決算などの報告 (道教委道民カレッジ事務局, 札幌市, 札幌市教委, 地質調査業協会など) 
2020/01/13：札幌市さぽーとほっと 2019年度助成金請求作業 (2020/3/26 確定, 3/30 最終書類提出, 助成額 168,000
円) 

2020/01/17：正副理事長・監事打ち合わせ (札幌市さぽーとほっと 2019年度助成金における短距離交通費・役務有
償化に関わること) 

2020/01/22：札幌市さぽーとほっと 2019年度助成金における短距離交通費・役務有償化について役員に説明 
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2020/01/24：第 14回研究セミナー 
2020/01/24：懇親会 
2020/02/05：札幌市さぽーとほっと 2020年度助成金説明会参加 
2020/02/06：幹事会 (3月以降, 定例の幹事会を開催できず) 
2020/02/20：札幌市事務ブース使用申請 (3/27 承認) 
2020/02/20：公開講座 (第 4・5・6・7・8回) アンケート結果まとめ 
2020/02/29：第 2回論文輪読会中止 (新型コロナウイルス感染蔓延のため) 
2020/03/02：イオンパンフ配置場所 2020前期分利用申込 (後日, 藻岩, 発寒, 手稲山口の利用承認) 
2020/03/02：公開講座開催予定確定 (第 9回: 7/18・7/25, 第 10回: 8/29, 第 11回: 10/31, 第 12回: 11/28) 
2020/03/05：札幌市さぽーとほっと 2020年度助成金前期申請 (書類を郵送するも締切期日に間に合わず不受理) 
2020/03/18：南富良野町砂金採取関連問い合わせ (3/31 最終返答) 
2020/03/31：イオン 3店舗に公開講座開催 (第 9回: 7/18・7/25, 第 10回: 8/29, 第 11回: 10/31, 第 12回) 案内を配
置 

-----<これ以降は 2020 年度, 備忘録的に収録>----- 
2020/04/01：入会承認 (一般会員 1 名) 
2020/04/09：通常総会 (4/26 開催予定) の延期を通知 (新型コロナウイルス感染蔓延のため) 
2020/04/12：監査 (監事 2名と正副理事長が出席) 
2020/04/17：法人住民税 (北海道, 札幌市) 申告 (2020/5/15 付で札幌市から法人市民税均等割 50,000 円の全額免
除通知) 

2020/04/17：2019年度札幌市市民まちづくり活動促進基金から助成金 (さぽーとほっと助成金) 168,000 円入金 
2020/04/22：公開講座 (第 9回・第 10回) の後援申請 (札幌市・札幌市教育委員会・一般社団法人北海道地質調査
業協会. 後日承認) 

2020/04/30：幹事会内でオンラインミーティングテストを開始 (この後, 5/6, 5/12 にも行い, 幹事会内でのオンライ
ンミーティングが可能なことを確認) 

2020/05/19：正副理事長と専務理事の会議をオンラインで開催 
2020/05/22：幹事会をオンラインで開催. 2020年度の公開講座事業の中止を決定 
2020/05/31：2020年通常総会の開催 (新型コロナウイルス感染蔓延のため, 最小限の実出席者によって開催) 
 

資料 3：公開講座 (第 4回から第 8回) 参加者アンケート結果 (別紙) 
 
 

資料 4：公開講座実施の際の役務と近距離交通費の取扱 (別紙) 
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ニ

ク
ス

●
地

質
と

植
物

・
植

⽣
の

関
係

. こ
れ

に
よ

り
わ

か
る

災
害

発
⽣

形
態

の
特

徴
と

防
災

の
考

え
⽅

●
「

プ
レ

ー
ト

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

の
拒

否
と
受
容
」

の
様

な
⼈

間
臭

い
ド
ラ

マ
は

ど
う

か
？

●
島
村
英
紀
⽒

の
逮
捕
事
件

は
ど
う

か
？

●
⾼
校

で
地

学
が
絶
滅

し
た

現
状

と
そ

の
原
因

と
対

策
は

ど
う

か
？

●
⽕

⼭
学

者
が
⼿
薄

で
防

災
上
⾮
常

に
危
う

い
●

地
質

学
者

は
ど

の
よ
う

に
研

究
し

て
い

る
の

か
 (5
0代

) ●
⾝

近
な

地
質

の
話

 (⾃
然

災
害

・
北

海
道

の
地

質
変

動
) (
30

代
) ●
ミ
ラ
ン
コ
ビ

ッ
チ

周
期

に
よ

る
地

球
が
受
け

る
太

陽
の

放
射

量
の

変
化

や
深
層
海
流

を
世
界
中

に
再
び
戻

っ
て
き

て
再
び

⼤
陸

氷
床

が
発

達
し
始
め

て
負

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
作

⽤
す

る
と

思
わ

れ
, ⼈

類
の

活
動

が
氷

河
期

の
到

来
を

遅
ら

せ
て

い
る

と
思

わ
れ

ま
す

8.
 全

体
的

な
改
善
点

や
感
想

, 意
⾒

な
ど
何

で
も

第
4回

●
有

難
う
ご
ざ

い
ま

し
た

 (5
回
答

) ●
多

く
の
疑
問

が
氷
解

し
た

 ●
声

が
⼩

さ
く

マ
イ

ク
を
使

⽤
し

て
も

ら
い

た
か

っ
た

. 札
幌
軟

⽯
を
専
⾨
的

に
知

り
, ⾯
⽩

か
っ

た
●
資
料

を
W
eb

で
公
開

し
て
ほ

し
い

. 4
00
万
年

, 4
万
年

と
い
う
時

間
を

⽬
の
前

に
し

て
, ⼈

⽣
の
時

間
軸

が
少

し
変

わ
っ

た
●

札
幌

市
内

の
い

ろ
い

ろ
な

地
域

で
講
演

活
動

を
し

て
も

ら
い

た
い

. ⾜
を

運
び

や
す

い
施
設

で
⾏

え
ば

, こ
れ

ま
で

関
⼼

が
無

か
っ

た
⼈
々

も
触

れ
る

こ
と

が
出

来
る

●
道
東

で
プ

レ
ー

ト
境
界

が
観
察

で
き

る
所

を
教

え
て
ほ

し
い

 (北
⾒
在

住
)●

地
元

に
住

ん
で

い
て

, 興
味
深

く
聴

い
た

. ジ
オ
ラ

マ
も

わ
か

り
や
す

か
っ

た
●
シ

ー
ム

レ
ス

地
質
図

の
凡
例

を
⽰

し
て
ほ

し
い

●
室
内

講
座

で
は

, も
う
少

し
時

間
を

か
け
詳

し
い
説
明

を
し

て
ほ

し
か

っ
た
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第
5回

1⽇
⽬

●
道

⺠
カ

レ
ッ
ジ

な
の

で
説
明

は
も
う
少

し
丁
寧

に
●

今
回

の
は

⼤
変

難
し

か
っ

た
●

学
術
的
⾔
葉

が
多

か
っ

た
●
要
点

や
解
釈

を
説
明

し
て
ほ

し
い

●
第

1回
⽬

の
講

座
は
不
要

で
は

な
い

か
●

参
考

⽂
献

が
古
す
ぎ

る
●
資
料

は
1ペ

ー
ジ

2分
割

の
⽅

が
⾒

や
す

い
●
⼦
供

の
話

し
声

で
集
中

で
き

な
か

っ
た

●
 (実
際

に
) 顕
微
鏡

で
珪
藻

を
観
察

で
き

れ
ば

よ
い

●
わ

か
り

や
す

い
⾔
葉

や
切

り
⼝

で
説
明

を

第
5回

2⽇
⽬

●
も
う
少

し
具

体
的

な
も

の
で

あ
れ
ば

分
か

り
や
す

か
っ

た
●

今
回

は
声

が
聞

こ
え

て
良

か
っ

た
●
専
⾨

⽤
語

が
多

い
●
資
料

の
出
典

先
を
詳

し
く
書

い
て

も
ら

い
た

い
●
専
⾨

⽤
語

の
理
解

に
誤

り
が
多

い
 (特

に
年

代
) ●
紅
葉

⼭
砂
丘

の
北
東
側

の
説
明

が
な

か
っ

た
. 新
琴
似

は
SN
K,

 S
KN
？

 ●
珪
藻

化
⽯

と
地
層

の
関

係
を

も
う
少

し
知

り
た

か
っ

た
●
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
話

で
, ⾯
⽩

か
っ

た
●
塩

分
指
数

と
塩

分
濃

度
が

 1
：

1で
な

い
の

で
は

と
い
う
意
⾒

に
同
感

●
⽯

狩
平
野

に
つ

い
て

, も
う
少

し
時

間
を

か
け

て
聞
き

た
か

っ
た

 (概
論
部

分
が

多
す
ぎ

る
)●
前

で
の
デ
ジ
カ
メ
撮
影

は
後

ろ
で

お
願

い
し

た
い

●
ス
ラ

イ
ド

の
映

る
位
置

が
低

い
の

で
, ⾒

え
な

い
部

分
が

あ
る

第
6回

1⽇
⽬

●
特

に
あ

り
ま

せ
ん

. こ
れ

か
ら

も
継
続

し
て
公
開

講
座

を
開

い
て

く
だ

さ
る

よ
う

お
願

い
し

ま
す

●
興
味
深

い
内
容

で
し

た
. 有

り
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た

. 1
98

1年
の

洪
⽔

を
思

い
出

し
申
込
み

さ
せ

て
い

た
だ
き

ま
し

た
●

⼤
変
勉
強

に
な

り
ま

し
た

. 観
察
会

で
も
引
き
続
き

お
世

話
に

な
り

ま
す

が
, よ

ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す

 ●
回
数

を
増

や
し

て
欲

し
い

で
す

●
豊

平
川

に
関

⼼
が

あ
り

, い
い

話
し

を
聞
け

ま
し

た
. 有

り
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た

●
洪

⽔
の
予
報

に
つ

い
て

⾃
分

な
り

に
勉
強

し
て
み

た
い

と
思

い
ま

し
た

●
素

⼈
で
す

が
わ

か
り

や
す

く
話

し
て

い
た
だ
き

ま
し

た
. ま

た
来

ま
す

. 野
外
観
察

も
⾏
き

ま
す

の
で

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

第
6回

2⽇
⽬

●
楽

し
か

っ
た

し
勉
強

に
な

り
ま

し
た

. 有
り

難
う
ご
ざ

い
ま

し
た

●
座

学
と
セ

ッ
ト

で
⼤

変
良

い
と

思
い

ま
す

. 今
⽇
使

⽤
し

た
⼤
写

し
の
説
明
資
料

も
配
付

し
て
頂
け

る
と

, も
っ

と
良

い
と

思
い

ま
す

●
⻑
時

間
わ

か
り

や
す

い
ご
説
明

あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

●
⼤

変
参

考
に

な
り

ま
し

た
. あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た

●
詳

し
く
説
明

い
た
だ
き

あ
り

が
と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
●

今
後

と
も

こ
の
企
画

を
お
願

い
し

ま
す

●
実
際

に
⾒

学
が

出
来

て
⼤

変
楽

し
く

学
ぶ

こ
と

が
で
き

ま
し

た
. 有

り
難
う
ご
ざ

い
ま

し
た

. 豊
平

川
が
急
流

で
あ

る
こ

と
が

よ
く

わ
か

り
ま

し
た

. 治
⽔

の
難

し
さ

も
わ

か
り

ま
し

た
●
少

し
説
明

が
聞
き
づ

ら
い

こ
と

が
あ

っ
た

 (拡
声
器

の
使

い
⽅

) ●
雁

来
ま

で
聞
き

た
か

っ
た

で
す

. 豊
平

川
に
つ

い
て

ま
だ

ま
だ

話
題

が
沢

⼭
あ

る
と

の
こ

と
. そ

れ
を
聞
き

た
い

で
す

●
時

間
が

な
く

最
後

の
講

座
ま

で
進
む

こ
と

が
で
き

な
か

っ
た

の
は
少

し
残
念

 ●
感
想
：

19
世
紀
初
め

の
河

川
争
奪

の
跡

の
現

地
を

⽬
の
当

た
り

に
で
き

て
感
激

し
ま

し
た

●
真
駒
内

で
時

間
を
使

い
過
ぎ

. 時
間
内

で
質
問

を
受
け
付
け

た
⽅

が
良

い
と

思
い

ま
す

●
初

参
加

で
す

の
で

, ⼜
機
会

が
あ

り
ま

し
た

ら
参

加
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

第
7回

●
札

幌
市

全
体

の
話

を
も
う
少

し
聞
き

た
か

っ
た

●
札

幌
市

全
体

を
話
す

様
に
す

る
と
良

か
っ

た
と

思
う

●
講
演
中

に
資
料

を
回
す

の
は

, う
る

さ
い

し
, ど
う

か
と

思
う

●
資
料

の
字

が
⼩

さ
く

, 読
め

な
い

所
が
多

く
あ

る
●

昭
和

56
年

災
害

と
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を
⾒

て
, 被

害
が

⼤
き

か
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
●
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

レ
ビ
ュ

ー
？
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
か

ら
何

が
分

か
る

の
か
？

●
災

害
発

⽣
時

に
は

ど
の
資
料

を
参

考
に
す

る
と
多

く
の
情
報

を
と

れ
る

の
か
？

●
詳
細

な
資
料

で
よ

く
わ

か
っ

た
. 資
料

2-
4 

「
北
部
低

地
の

地
質
断
⾯
」

で
,

地
域
ご

と
の
図

が
あ

る
と

わ
か

り
や
す

か
っ

た
と

思
う

. 地
質

と
標
⾼

, 河
川

の
関

係
な

ど
で

災
害

が
起
き

や
す

い
こ

と
を
理
解

し
た

●
各

地
域

 (町
内
会

な
ど

) で
の

学
習
会

が
あ

れ
ば

防
災
意
識

が
⾼

ま
る

と
思
う

第
8回

●
地

球
温
暖

化
が
進

ん
で

い
る

の
か

, 氷
河
期

が
到

来
す

る
の

か
, 分

か
ら

な
い
？

●
「
IC
PP
」

が
何

回
か

出
て
き

た
が

,「
IP
CC
」

の
間
違

い
で

は
？

●
わ

か
り

や
す

い
講
義

で
し

た
.

理
解

し
や
す

か
っ

た
で
す

●
予
想

し
た

よ
り
⾯
⽩

か
っ

た
で
す

. さ
す

が
宮

下
さ

ん
●

お
話

わ
か

り
や
す

か
っ

た
で
す

. 興
味

が
湧

い
て
き

ま
し

た
●

今
回

の
内
容

か
ら
⾔

え
ば
時

間
が

全
然
⾜

り
な

か
っ

た
. 3

回
く

ら
い

に
分
け

て
⾏
う
内
容

で
し

た
●
楽

し
く
興
味
深

い
話

で
良

か
っ

た
で
す

. 数
回

に
分
け

て
詳

し
く
聞
き

た
い

で
す

●
興
味
深

い
お

話
で

し
た

. 第
⼆
弾

を
お
願

い
し

ま
す

●
未

来
の

た
め

に
過

去
を

知
る

こ
と

は
⼤
事
だ

と
思

い
ま

し
た

. ⾝
近

な
話

で
良

か
っ

た
で
す
．

地
球

を
考

え
る

上
で

, 理
論

を
理
解
す

る
こ

と
で

よ
り
実
感

が
持

て
た

と
思
う

. ⼈
類

が
温
暖

化
に
影
響

を
与

え
て

い
る
デ

ー
タ

は
驚
愕

で
し

た
. 初

⼼
者

に
は
少

し
難

し
め

 (だ
っ

た
) か

も
し

れ
ま

せ
ん
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公開講座実施の際の役務と近距離交通費の取扱 
 
1. 過不足の無いように適正にカウント・申告する <公金を扱う法人であることを意識すること> 
2. 役務時間から役務額を算出するには, 北海道の最低賃金 (2019/10/3 に 835円から 861円に改正) を用いる. 
3. 総括責任者. 講座当日の会場責任者役務を含まない. 事前の参加予約受付, 事後のまとめ, 報告・決算など．
作業の評価は 1 回分 <1 日分> の講座につき 20 時間のカウント. 必要な場合を除き, 交通費はカウントし
ない. 

4. 会場責任者は参加者数や収入額, 単位認定者数などの情報を総括責任者に伝えることが求められる. 会場役
務は 4 時間にカウントし (通常の座学の場合. 野外観察会などの場合には実態に合わせて算定), 実際の交通
費を申告する. 

5. 受付などの会場サポート役務は 4 時間にカウントし (通常の座学の場合. 野外観察会などの場合には実態に
合わせて算定), 実際の交通費を申告する. 

6. 講師の講義準備・資料作成準備必要経費 (講義担当者の講義資料等の準備にかかる諸経費 = 12,000 円支払) 
を超える分として 1 回につき 20 時間をカウント. 特に必要な場合を除き，交通費はカウントしない (講義
準備・資料作成準備必要経費に含まれるので).  

7. 講師のチラシデザイン作成作業および講義配付資料ファイル作成作業の経費は講義準備・資料作成準備必要
経費 (= 12,000 円支払) に含まれているのでカウントしない. 

8. チラシ作成時の幹事等のアドバイスは, 必要なら管理費区分役務にカウントし, 公開講座事業費区分にはカ
ウントしない. 

9. 印刷事業者からのチラシ受取から会員による配布開始までの作業. 標準的役務時間として 3 時間カウント. 
交通費は, 特に必要な場合を除き, 通常はカウントしない. 

10-1. チラシ配布作業. 従事者が実際の役務時間を申告し, カウントする. 
10-2. チラシ配布作業. 交通費は公共交通機関の場合には実際の額を申告. 自家用車使用の場合は財務担当が別
途定める. (現時点の基準は 12 km/1ℓ = 130円) 

11. 事前の打ち合わせや下見作業. 実際の役務時間と交通費を申告. 
12-1. 講座配付資料や受付用のプリント作成作業は実際の役務時間と交通費を申告. 
12-2. 講座配付資料や受付用のプリント作成作業は, 原則として法人所有のプリンターを使用するが, 法人所有
以外のプリンター使用の場合には用紙については管理費区分から, トナー類については公開講座事業区分か
ら支出する. なおこの経費区分は法人所有のプリンターを使用する場合も同様である. 

13. 役務時間の算定において, 0.5時間以上は 1時間に切り上げ, 0.5時間未満は 0時間に切り下げる. 
---------- 
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